
令和５年度　事業評価シート

１．基本情報

２．事業実績

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

当初予算額 7,465 7,465 7,465 7,461

うち一般財源 7,465 7,465 7,465 7,461

決算(見込)額 6,889 6,045 6,713 6,937

－ － － － －

－ － － － －

－ － － － －

事業内容

対象者 内容（要件・単価・限度額・サービス内容など）

希望校長が申請する者 1回2時間程度で3,500円。年間35回。定員60名

事業費
(単位：千円）

対象者数・

交付件数など

事業概要
(誰に、何を、どうするのか)

希望校長の申請を受けて外部指導者を配置し、運動部活動の充実と、顧問の指導力向上を図る。

実施背景
(事業を実施することになった

背景・要因)

専門外の部活動顧問の指導力向上と、児童生徒への専門的な指導を実施するため。

これまでの経緯
(対象者・要件・限度額、サー

ビス内容などの制度の変遷)

1回2時間程度で3,500円。年間35回。

事業開始年月日 平成4年4月1日

最終改正年月日 平成31年4月1日

事業目的
(実現・達成したいこと)

市内小中学校の運動部活動の振興を図るため、専門的な指導力を備えた指導者を必要とする小中

学校に対して民間の指導者を派遣し、運動部活動の充実を図る。

所属名 保健体育課

事業名称 運動部活動外部指導者派遣費（政策経費）

実施根拠
(条例・規則・要綱等)

船橋市小中学校運動部活動外部指導者派遣事業実施要項



３．交付税、国・県補助の有無

有無

なし

なし

なし

４．業務量

常勤職員 会計年度任用職員 再任用(フル) 再任用(短)

人工 1.0人工

従事者数 1人

※　職員１人の労働力　＝　１人工。当該事業の人工を記載。複数人が携わっている場合は、それぞれの人工を合計。

　　【記載方法】　従事者２人、労働力の割合がそれぞれ３割の場合　⇒　合計０．６人工(０．３人工＋０．３人工)

業務頻度
(年１回・月１回など）

月３回程度

人工

国・県補助

(国・県補助への）

上乗せ・横出し

繁忙期 ５・６月

交付税措置

(ありの場合）名称・内容



項目 課題 今後の方向性

1
事業の継続

性

対象となる運動部での経験がない教職員が顧問と

なるケースなど各小中学校から運動部活動外部指

導者の派遣希望は増加しており、夏休み以降、希

望に応じて派遣する指導者が不足している。

運動部活動指導員の活用を考慮しながら、定員

増の検討を行う。

項目 課題 今後の方向性

1
事業の継続

性
― ―

（１）一次評価（自主点検）で明らかとなった課題、今後の方向性（改善のアイデア）

（２）追加で整理した課題、今後の方向性（改善のアイデア）


